平成２５年第４回奥多摩町議会定例会　会議録
１　平成25年12月17日午前10時00分、第４回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君

　　　　第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君

３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し

４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　原島　　肇君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町長　河村　文夫君　　副町長　加藤　一美君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　若菜　伸一君

　　　　企画財政課主幹　天野　成浩君　　総務課長　井上　永一君

　　　　住民課長　宮田　昭治君　　福祉保健課長　清水　信行君

　　　　観光産業課課長　原島　滋隆君　　地域整備課長　須崎　政博君

　　　　教育課長　守屋　吉彦君　　会計管理者　清水　　明君

　　　　病院事務長　河村　光春君

　　　　

　　　　

平成２５年第４回奥多摩町議会定例会議事日程[第３号]

平成25年 12月17日（火）

午前10時00分・開議

会　期　　平成25年12月10日～12月17日（8日間）

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長開議宣告
	――

	２
	議案第85号
	平成25年度奥多摩町一般会計補正予算（第2号）
	原案可決

	３
	議案第86号
	平成25年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第2号）
	原案可決

	４
	議案第87号
	平成25年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別補正予算（第2号）
	原案可決

	５
	議案第88号
	平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
	原案可決

	６
	議案第89号
	平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第2号）
	原案可決

	７
	議案第90号
	平成25年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第1号）
	原案可決

	８
	議員提出議案
第　２　号
	奥多摩町議会会議規則の一部を改正する規則
	原案可決

	９
	議員提出議案
第　３　号
	地方法人特別税及び地方法人特別譲与税の撤廃と住民法人税の一部国税化に断固反対する意見書
	原案可決

	10
	――
	各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査について
	決　　定

	11
	――
	議員派遣について
	決　　定

	12
	――
	町長あいさつ
	――


　　（午前10時18分　閉会）

午前10時00分　開議
○議長（前田　悦男君）　皆さん、おはようございます。
直ちに本日の会議を開きます。

本日の日程はお手元に配付のとおりであります。ご協力のほどよろしくお願いします。
これより議案審議に入ります。日程第２　議案第85号　平成25年度奥多摩町一般会計補正予算（第2号）、日程第３　議案第86号　平成25年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第2号）、日程第４　議案第87号　平成25年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別補正予算（第2号）、日程第５　議案第88号　平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）、日程第６　議案第89号　平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第2号）、日程第７　議案第90号　平成25年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第1号）、以上６件を一括して議題とします。
本件については、去る12月10日連合審査会に審査が付託され、12月11日に既に審査が終了しております。連合審査会においてはすべての議案が原案のとおり可決すべきものと決定され、かつ全議員に起立をいただいております。よって、ただいま上程の全６議案については討論を省略し、ただちに一括して採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。
（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長(前田　悦男君)　ご異議なしと認めます。

　よって議案第85号から議案第90号までについては一括して採決します。

　日程第２　議案第85号　平成25年度奥多摩町一般会計補正予算（第2号）から日程第７　議案第90号　平成25年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第1号）までの全６議案について、原案に賛成の議員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長(前田　悦男君)　起立多数であります。よって、議案第８５号から議案第90号までの全６議案については、原案のとおり可決されました。

　次に、日程第８　議員提出議案第２号　奥多摩町議会会議規則の一部を改正する規則及び日程第９　議員提出議案第３号　地方法人特別税及び地方法人特別譲与税の撤廃と住民法人税の一部国税化に断固反対する意見書、以上２件を一括して議題とします。
　本件については、12月10日に開催の本会議第１日終了後に開催された全員協議会でお諮りしたとおり、私を除く全議員が、提出者及び賛成者となっておりますので、提案説明及び質疑並びに討論を省略し、ただちに採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長(前田　悦男君)　ご異議なしと認めます。

　よって議員提出議案第２号及び議員提出議案第３号については一括して採決します。

　日程第８　議員提出議案第２号　奥多摩町議会会議規則の一部を改正する規則及び日程第９　議員提出議案第３号　地方法人特別税及び地方法人特別譲与税の撤廃と住民法人税の一部国税化に断固反対する意見書の２議案について、原案に賛成の議員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長(前田　悦男君)　起立多数であります。
よって、議員提出議案第２号及び議員提出議案第３号の２議案については原案のとおり可決されました。
次に、日程第１０　各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査についてを議題とします。

お諮りします。本件については、各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会から継続調査の申し出がありましたので、お手元に配布の継続調査事項表のとおり、閉会中の継続調査にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。
（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長(前田　悦男君)　ご異議なしと認めます。

　よって、本件については、それぞれ閉会中の継続調査とすることに決定しました。
　次に日程第１１　議員の派遣についてを議題とします。

　清水議員。

○11番（清水　典子君）　11番なんですけれど、議会運営委員会に諮られないで、ここに急に出てくるということはいいんですか。

○議長(前田　悦男君)　これは全協ですでに協議されていまして、皆さん、了解されていると思いますが、議員の派遣について今まで特に規定がなくて、災害のときとか、それに保障がされていないということで、新たにここで全員協議会の中でお諮りしたと思いますが。
　よろしいでしょうか。

　清水議員。

○11番（清水　典子君）　そのことが議運の中で話し合いをされたかどうかということがお聞きしたかっただけです。

○議長(前田　悦男君)　全協の中でたしか説明されて、全員協議会ですか、それの中で説明されて、皆さんの了解を得たと思いますので。
○11番（清水　典子君）　私が聞いているのは、議運の中で一応それが取り計られたかという発言です。だからそのことをたとえば全協でやるにしても、全協の中では議員提出議案の２と３ということで諮られて、当日はその話がなくて、ただ全協の中で出てきたからということで出てきたけれども、形としては議運で諮らないといけないということがこれからも出てくると思うので、その辺がいきなりこれに出てきたのでは違うということなんです。
○議長(前田　悦男君)　わかりました。
○11番（清水　典子君）　今後そういうことは、それはわからないですよ、私の考え方かどうかは。
　さっき質問したんですけれども、その以前に、一応議運に諮らなきゃまずいんじゃないかというお話はしたんですけれど、全協の中でというと、それは全協の中はわかるんです。全協の中で新たに出てきたものについては議運でもう一度諮らないといけないということもあるのだということをここで言って。
○議長(前田　悦男君)　わかりました。

○11番（清水　典子君）　そのことはこれから先もこういう形で出てきてもらったらいけないんじゃないかということです。
○議長(前田　悦男君)　わかりました。
　じゃあ、以後につきましては、特別緊急な場合以外は議会運営委員会に諮って、そこで協議事項の中で諮った上で、全協なり本会議に諮りたいと思います。
　清水議員。
○11番（清水　典子君）　いや、これからということじゃない。議会にかけるものについては、議運に諮ってから、皆さんで議運の委員の了解を得た上でここへ出してほしいということです。
○議長(前田　悦男君)　わかりました。じゃあ、以後そのような形でやるようにします。じゃあ、そういうことでよろしくお願いします。
　お諮りします。本件につきましては、地方自治法第100条第13項及び会議規則第124条の規程により、閉会中において議員派遣を行う必要があるものはお手元に配布してある議員派遣予定表のとおりであります。ただし、予定表に記載がなく、特に緊急を要する場合にあってはその日時、場所、目的及び派遣議員等については議長にご一任願いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。
（「異議なし」と呼ぶ者あり）
○議長(前田　悦男君)　ご異議なしと認めます。

　よって、本件については議長に一任することに決定しました。
　以上で、本定例会に付議された案件の審議はすべて終了しました。
ここで本定例会の閉会に当たり、河村町長よりあいさつがあります。
河村町長。

〔町長　河村　文夫君　登壇〕

○町長（河村　文夫君）　平成25年第4回奥多摩町議会定例会の閉会に当たり、一言ごあいさつを申し上げます。

今議会は12月10日に開会され、本会議第１日目に提案いたしました案件のうち、条例の一部改正５件、規約の改正3件、契約案件1件、計９件につきましては、第1日目の本会議で慎重審議をいただき、全議員の賛成をもって可決決定をいただきました。
付託された補正予算６件につきましては、常任委員会合同の連合審査で慎重な審議を得て、本日の本会議で全議員の賛成をもって可決決定をいただきました。
提出いたしました全案件につきまして可決決定をいただき、感謝と御礼を申し上げます。補正予算につきましては特に今年度以降の執行していく部分でございますので審議の中で承りましたご意見等十分に斟酌をしながら、慎重に執行してまいりたいというふうに思っております。
さて、今年も残り14日余りとなりましたが、今年におきましては町にとって大きな災害等もなく、この12月を迎えることができました。他方を見ますと集中豪雨等々で、災害のあった方々もいるわけでございますけれども、おかげさまで無事にこの１年を乗り切ることができたというふうに考えております。
一方、将来の町の進展のため、一般社団法人奥多摩観光協会の設立、秋川流域斎場組合の加入、鳩ノ巣荘の改築等懸案事項の推進をはかることができましたのは、議員皆様、住民皆様を始め関係者のご理解とご協力があったと考えております。大変ありがとうございました。

また、これから年末には政府予算案、年始には東京都の予算案が発表される予定となっております。町の予算については国との予算に大きく依存する部分がありますので、ただいま平成26年度の奥多摩町の予算の編成作業を行っておりますけれども、その佳境に入る時期となってまいりました。
特に、町においては東京都予算について非常に注視をしながら、今後の予算編成を図ってまいりたいというふうに思っております。と同時に、例年のことでございますけれども、東京都予算の要望については、議長会、東京都町村会と合同で予算要望を行ってまいりました。
さらには、予算の公表があった段階では復活予算等を含めて東京都議長会、東京都町村会一丸となって、それぞれの予算の獲得のために積極的に年明けから活動してまいりたいというふうに思っております。
また一方、将来の奥多摩町の指針であります平成27年度を初年度とする10カ年計画、奥多摩町の第５期奥多摩長期総合計画の策定に現在入っております。住民計画委員会を開始し、議員皆さん、あるいは住民皆様が各部会に分かれて、今、議論を開始したところでございます。その皆様の議論を踏まえ、住民計画委員会の皆様方が町の将来ビジョンをどのように描いていただけるか。また、活発な議論が行われ、答申をいただくことを期待しているところでございます。
終わりになりますが、議員皆様方にはこの1年間大変、いろいろな意味でご指導賜りありがとうございました。年末年始には議員皆様方には多くの住民皆様と接する機会がありますと存じますが、この1年間いろいろな議論をした分を基本に置いていただきながら、町の抱えている状況等を正確に議論をしていただき、小さな町が一丸となっていくために、将来の町づくりが推進できますよう、今後ともいろいろな意味で住民皆様の理解と議員皆様の正確な町の把握をしていただくようお願いをするところでございます。
年末年始、大変今年は寒くなるようでございますので、十分に風邪などひかないようお願いを申し上げ、新しい新春を一緒に迎えられますことをご祈念申し上げまして、閉会に当たりましての感謝と御礼のごあいさつとさせていただきます。
大変お疲れ様でございました。

○議長(前田　悦男君)　以上で町長のあいさつは終わりました。
　以上をもって平成25年第４回奥多摩町議会定例会を閉会とします。長時間の審議大変ご苦労様でした。
午前10時18分　閉会

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　奥多摩町議会議長

　　　　　　　奥多摩町議会議員

　　　　　　　奥多摩町議会議員
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